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【令和元(2019)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 
 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

 Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
Journal of Wood Science の国際情報発信に向けて、完全オープンアクセス化及びインパクトフ

ァクター２．０の達成を主要な目標とした取組である。平成３１年１月から完全オープンアクセス

化は達成されたが、この効果については現時点では明確には現れていないため、今後の経過を見守

る必要がある。インパクトファクターについては応募時点での１．２６８から平成３０年には１．

５２３まで上昇しているが、目標の２．０までには、さらなる取組が必要と思われる。論文投稿数

が応募時の１３４件に対して１１０件と減少している点を考えると、質の向上に繋げるためのさ

らなる工夫と努力が望まれる。 
 

 


